
幕
末
開
港
期
に
お
け
る
外
国
人
遊
歩
に
つ
い
て

―
日
米
修
好
通
商
条
約
の
教
材
化
―

金
井
高
校
　
　
矢

　

野

　

慎
　
　
一

一
、
は
じ
め
に
　
～
テ
ー
マ
設
定
の
理
由
　
　
　
　
　
　
　
　
‐

筆
者
は
以
前
か
ら
、
幕
末
の
日
米
修
好
通
商
条
約
の
学
習
に
お
い
て
、
関
税

自
主
権
喪
失
や
領
事
裁
判
権
な
ど
の
不
平
等
条
項
だ
け
で
な
く
、
神
奈
川
と
い

う
地
域
に
密
着
し
た
、
も

っ
と
面
白
い
適
当
な
教
材
は
な
い
か
と
模
索
し
て
い

た
。
そ
う
し
た
中
、
今
か
ら
数
年
前
、
南
足
柄
市
郷
土
資
料
館
を
見
学
し
て
い

た
時
、
宮
ケ
瀬
ダ
ム
建
設
の
た
め
の
事
前
発
掘
調
査
で
発
見
さ
れ
た
、
西
洋
陶

器
と
ガ
ラ
ス
瓶
に
出
会

っ
た
。
解
説
に
よ
れ
ば
、
長
崎
の
出
島
か
ら
出
土
す
る

も
の
と
、
ほ
ぼ
同
様
の
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ

つ
た
ｏ
し
か
し
、
も

っ
と
不

思
議
だ

っ
た
の
は
、
横
浜
か
ら
数
十
キ
ロも
離
れ
た
山
間
地
で
、
ど
う
し
て
こ
の

よ
う
な
西
洋
遺
物
が
発
見
さ
れ
る
の
か
だ

っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
と
き
の
疑
間

は
充
分
に
解
明
さ
れ
る
こ
と
な
く
時
が
過
ぎ
た
。

昨
夏
、
我
が
家
に
も
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
が
接
続
さ
れ
、
試
し
に
い
ろ
い
ろ
な

歴
史
的
用
語
を
検
索
し
て
み
て
い
た
。
そ
こ
で
、
以
前
か
ら
気
に
な

っ
て
い
た

「外
国
人
遊
歩
」
を
入
力
し
て
み
た
。
す
る
と

「外
国
人
遊
歩
規
程
標
石
」
と

い
う
不
思
議
な
言
葉
が
出
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
き

つ
か
け
と
し
て
、

本
格
的
に
外
国
人
遊
歩
に
つ
い
て
、
主
に
日
本
側
の
公
文
書
や
日
記
な
ど
の
文

書
類
と
、
外
国
人
が
残
し
た
記
録

（特
に
Ｆ

・
ベ
ア
ト
の
写
真
集
は
貴
重
な
資

料
と
な

っ
た
）
を
中
心
に
、
当
時
の
外
国
人
遊
歩
の
状
況
を
調
べ
て
み
よ
う
と

決
心
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
当
初
の
意
気
込
み
と
は
裏
腹
に
、
思

っ
た
よ

り
も
内
容
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
な
か

つ
た
。
従

っ
て
今
回
の
発
表
も
、
単
な

る
史
料
紹
介
に
終
始
し
て
し
ま

っ
て
い
る
。
ま
た
、
「外
国
人
遊
歩
規
程
標
石
」

に
つ
い
て
も
、
年
代
が
明
治
期
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
回
の
発
表
で
は
取
り
上

げ
な
か

つ
た
。

二
、
遊
歩
と
は
何
か

ま
ず
最
初
に
、
日
米
修
好
通
商
条
約
の
第
七
条
条
文
を
和
文
と
英
文
双
方
を

あ
げ
る
。

第
七
条

（和
文
）

第
七
条

（英
文
）

「遊
歩
」
と
は
、
条
文

（英
文
）
そ
の
も
の
か
ら
す
れ
ば
、
「自
由
に
気
の

お
も
む
く
と
こ
ろ
に
行
く
こ
と
が
で
き
る
。
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
れ
は
幕
府
が
最
も
嫌
う
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ハ
リ
ス
と
の
交
渉
の
結
果

（詳
細

は
次
節
で
述
べ
る
。
）
、
十
里
の
遊
歩
規
程
が
設
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
「遊
歩
」

と
は
、
移
動
を
目
的
と
せ
ず
、
運
動
そ
の
も
の
を
目
的
と
し
て
歩
く
こ
と
を
言

う
。
現
代
の

「
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」
と
同
様
の
概
念
で
あ
る
。
前
近
代
の
日
本
で

は
、
武
芸
の
稽
古
な
ど
心
身
の
鍛
錬
の
た
め
の
運
動
は
存
在
し
た
が
、
健
康
を

維
持
す
る
た
め
の
運
動
と
い
う
概
念
は
な
か
つ
た
と
思
わ
れ
る
。
幕
府
に
と

つ

て
、
ハ
リ
ス
の
主
張
は
全
く
理
解
で
き
な
か

っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
し
て
、
こ

の
こ
と
は
近
代
的
な
意
味
で
の

「運
動
」
の
日
本
初
上
陸
だ

っ
た
と
評
価
で
き

る
ｃ
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三
、
遊
歩
規
程
交
渉
の
経
緯
～
神
奈
川
の
遊
歩
区
域
に
関
す
る
交
渉

ア
メ
リ
カ
駐
日
総
領
事
タ
ウ
ン
ゼ
ン
ト

・
ハ
リ
ス
は
、
日
米
修
好
通
商
条
約

第
七
条

の
遊
歩
規
程
に

つ
い
て
、
次

の
よ
う
な
経
過
で
幕
府
と

の
交
渉

に
当

た

っ
た
。

ま
ず

ハ
リ
ス
は
原
案
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
人
に
対
し
日
本
人
と
同
様

の

「
国

内
旅
行
権
」
を
与
え
る
こ
と
を
要
求
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
案
に
対
し
て
幕
府

は
絶
対
拒
否
の
態
度
を
と

っ
た
。
こ
れ
は
、
な
る
べ
く
外
国
人
と
日
本
人
が
接

触
し
な

い
こ
と
を
望
ん
で
い
る
幕
府
と
し
て
は
、
到
底
受
け
入
れ
ら
れ
な

い
案

で
あ

っ
た
。
ま
た
、
幕
府
は
で
き
る
こ
と
な
ら
ば
、
横
浜
居
留
地
の

「
長
崎
出

島
」
化
を
目
論
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
ハ
リ
ス
は
、
代
案
と
し
て
次
の
よ
う
な
提
案
を
行

っ
て
い
る
。
す
な

わ
ち

「
①
東
北
は
六
郷
川

（多
摩
川
）
、
②
そ
の
ほ
か
の
方
角

へ
は
十
里
」
で

の
外
国
人
の
遊
歩
を
認
め
さ
せ
る
と
い
う

「十
里
遊
歩
案
」
で
あ
る
。
幕
府
は
、

一
八
五
七

（安
政
五
）
年

一
二
月

一
一
日
に

「
①
東
北
は
六
郷
川
、
②
西
南
は

境
木

（武
相
両
州
の
境
）
」
の

「
二
里
半
遊
歩
案
」
を
逆
提
案
し
た
。
こ
れ
に

対
し
て
ハ
リ
ス
は

一
二
月
二
五
日
に
、
次
の
よ
う
に
反
論
し
た
。
「か
く
の
ご

と
く
狭
除
之
地
に
罷
在
、
同
じ
所
之
遊
歩
致
し
候

へ
は
、
自
然
病
を
生
し
、
狂

人
と
相
成
申
候
」
。
し
か
し
幕
府
は
、
「我
国
に
も
達
者
に
歩
行
候
者
は
沢
山
こ

れ
あ
り
、
し
か
し
五
里
も
遊
歩
致
し
候
ハ
バ
運
動
に
は
十
分
二
、
狭
阻
故
病
を

醸
し
候
な
ど
と
の
義
は
、
決
て
こ
れ
な
き
事

二
候
」
と
軽
く
い
な
し
て
し
ま
う
。

議
論
が
全
く
か
み
合

っ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
ハ
リ
ス
の
苦
心
の
反
論
は
、

「外
国
之
者
は
、
十
里
位
之
場
所
は
極
狭
院
に
存
申
候
」
「山
に
登
り
、
林
を
廻

り
候
は
、
風
景
を
弄
び
、
鬱
滞
の
気
を
散
し
候
為
に
て
」
と
あ
る
が
、
結
局
、

ハ
リ
ス
は

一
八
五
八

（安
政
六
）
年

一
月

一
〇
日
に

「国
内
旅
行
権
」
を
撤
回

し
た
。
そ
こ
で
幕
府
側
も

一
定
の
配
慮
を
示
し
て
、

ハ
リ
ス
提
案
の

「十
里
遊

歩
案
」
を
受
け
入
れ
た
の
で
あ

っ
た
。
以
上
が
、
神
奈
川
に
於
け
る
十
里
遊
歩

規
程
の
成
立
経
過
で
あ
る
。

四
、
遊
歩
区
域
で
の
外
国
人
の
行
動

そ
れ
で
は
遊
歩
区
域
内
で
、
外
国
人
は
ど
の
よ
う
に
行
動
し
て
い
た
の
だ
ろ

う
か
。
こ
こ
で
は
、
主
に
次
の
史
料
を
参
考
と
し
た
。

オ
ー
ル
コ
ッ
ク
　
山
口
光
朔
訳

『大
君
の
都
　
～
幕
末
日
本
滞
在
記
～
』
上

・
中

・
下

岩
波
文
庫

一
九
六
二

Ｊ

・
Ｒ

。
ブ
ラ
ッ
ク
　
ね
ず

。
ま
さ
し
　
小
池
晴
子
訳

『
ヤ
ン
グ

・
ジ
ャ
パ
ン
　
～
横
浜
と
江
戸
～
』
１
～
３東

洋
文
庫

　
一
九
七
〇

『万
飛
嘉
恵
』
『藤
沢
市
史
』
第
二
巻

（資
料
編
）
　

　

一騰
沢
市

　
一
九
七
三

県
史
編
集
室

『神
奈
川
県
史
』
資
料
編
１０
近
世

（７
）
神
奈
川
県

一
九
七
八

横
浜
開
港
資
料
館

『
Ｆ

・
ベ
ア
ト
幕
末
日
本
写
真
集
』
　
　
　
　

一
九
八
七

『手
中
明
王
太
郎
日
記
』
（未
公
刊
）

な
お
、
文
中
で
引
用
し
た

『神
奈
川
県
史
』
資
料
編
１０
の
史
料
に
は
い史
料

番
号
を
付
し
た
。

①
散
歩

前
述
の
よ
う
に
、
外
国
人
は

「
運
動
」
の
た
め
に

「歩
行
」
す
る
こ
と
を

生
活
習
慣
の

一
部
と
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
、
十
里
の
遊
歩
区
域
が
設
定
さ

れ
た
の
だ
が
、
幕
府
と
し
て
は
外
国
人
が
自
由
に
あ
ち
ら
こ
ち
ら
を
徘
徊
し
て
、

一
般
日
本
人
と
接
触
す
る
こ
と
を
極
度
に
嫌

っ
た
。
そ
こ
で
、
横
浜
居
留
地
の

周
辺
に
外
国
人
専
用
の
遊
歩
道
を
建
設
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を

「遊
歩
新
道
」

（
一
八
六
六
年
完
成
）
と
い
う
。
新
道
の
要
所
に
は
番
所
が
設
け
ら
れ
、
外
国
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人
を
監
視
す
る
と
同
時
に
、
不
穏
な
日
本
人
を
も
警
戒
し
た
の
で
あ
る
。
Ｆ

・

ベ
ア
ト
の
写
真
に
は
、
こ
の
遊
歩
新
道
周
辺
で
撮
影
さ
れ
た
も
の
が
相
当
数
含

ま
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
「地
蔵
坂
」
「
不
動
坂
」
「白
滝
不
動
尊
」
「本
牧
十
二

天
神
社
」
な
ど
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
、
現
存
す
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。

②
名
所
旧
跡
巡
り

遊
歩
区
域
内
に
は
、
当
時
江
戸
の
住
人
た
ち
の
間
で
名
所
旧
跡
と
し
て
人
気

の
あ

っ
た
、
金
沢
八
景

・
鎌
倉

。
江
ノ
島

・
藤
沢
が
含
ま
れ
て
お
り
、
日
本
を

訪
れ
た
外
国
人
た
ち
も
日
本
人
と
同
様
に
名
所
旧
跡
巡
り
を
行

っ
て
い
る
。

Ｊ

・
Ｒ

・
ブ
ラ
ッ
ク
や
Ｆ

・
ベ
ア
ト
ら
の
著
作
で
も
鎌
倉
に
つ
い
て
は
、
相
当

な
ペ
ー
ジ
を
割
い
て
い
る
。

遊
歩
区
域
内
で
外
国
人
が
た
び
た
び
訪
れ
た
名
所
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

併
せ
て
Ｆ

・
ベ
ア
ト
が
記
し
た
解
説
文
を

一
部
紹
介
す
る
。

○
田
谷
の
洞
窟

（定
泉
寺
）
〔横
浜
市
栄
区
〕

「
一
風
変
わ

っ
た
洞
穴
が
あ
る
。
人
の
手
で
変
え
ら
れ
た
り
、
手
を
加
え

ら
れ
た
り
し
て
い
て
、
壁
に
は
独
特
な
、
水
彩
画
風
の
絵
が
描
か
れ
て
い
る
。

こ
の
絵
は
だ
い
ぶ
昔
の
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
洞
穴
は
東
海
道
か
ら

１
マ
イ
ル
程
入

っ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
、
ち
ょ
つ
と
し
た
心
付
で
、
村
人
は
い

つ
も
旅
行
者
の
ガ
イ
ド
役
に
な

っ
て
、
中
を
見
る
者
に
た
い
ま
つ
を
用
意
し

て
く
れ
る
。
」

○
金
沢
八
景

〔横
浜
市
金
沢
区
〕

「金
沢
ほ
ど
、
休
日
を
過
ご
し
た
リ
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
行

っ
た
り
す
る
の
に

よ
い
場
所
は
減
多
に
な
い
。
横
浜
か
ら
１２
マ
イ
ル
ほ
ど
離
れ
た
、
馬
で
２
時

間
も
あ
れ
ば
充
分
に
行
け
る
と
こ
ろ
な
の
で
、
訪
間
者
の
お
気
に
入
り
の
場

所
で
あ
る
。
」

○
鎌
倉

〔鎌
倉
市
〕

長
谷
大
仏

「美
し
い
小
さ
な
森
の
中
に
、
大
仏
様
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。」

長
谷
観
音

「
ロ
ー
マ
神
話
の
バ
ッ
カ
ス
に
似
て
い
る
。」

〇
江
ノ
島

〔藤
沢
市
〕

「
美
し
い
小
さ
な
江
の
島
―
絵
の
島
と
い
う
意
味
―
は
大
仏
か
ら
近
い

（約
７
マ
イ
ル
）
。
こ
こ
ま
で
足
を
伸
ば
す
価
値
は
充
分
に
あ
る
。」

○
遊
行
寺

〔藤
沢
市
〕

「藤
沢
に
は
、
訪
問
す
る
価
値
の
あ
る
お
寺
が
あ
る
。
よ
く
い
き
と
ど
い

て
お
り
、
広
い
境
内
で
あ
る
。
外
国
人
に
親
し
み
や
す
い
、
良
い
も
の
と
い

え
る
と
思
う
。」

③
狩
猟

遊
歩
区
域
の
相
当
部
分
は
、
神
奈
川
領

「御
捉
飼
場
」
と
重
な

っ
て
い
る
。

「御
捉
飼
場
」
と
は
、
将
軍
の
鷹
狩
り
に
伴
う
制
度
で
あ
り
、
当
時

一
般
の
日

本
人
に
と

つ
て
は
禁
猟
区
で
あ

つ
た
。
と
こ
ろ
が
、
外
国
人
に
そ
う
し
た
こ
と

を
理
解
さ
せ
る
こ
と
は
困
難
で
、
彼
ら
は
自
由
に
鉄
砲
で
鳥
を
撃

っ
て
い
る
。

困
惑
し
た
地
元
住
民
が
、
神
奈
川
奉
行
所
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
伺
書
を
提
出

し
て
い
る
。
「遊
歩
之
節
銘
々
鉄
胞
取
持
致
、
当
組
合
村
々
之
内
六
角
橋
村

・

篠
原
村
地
内
、
並
最
寄
村
々
山
林
耕
地
等

二
お
ゐ
て
雉
子

・
鳩
、
其
外
小
鳥
類

見
掛
次
第
打
留
候
義
度
々
有
之
」
【県
史
４２８
】
。
そ
こ
で
奉
行
所
は
、
外
国
人
側

に
狩
猟
の
禁
上
を
申
し
入
れ
て
い
る
。
外
国
人
側
も
無
用
の
摩
擦
を
避
け
る
た

め
か
、
こ
れ
以
後
は
狩
猟
を
自
粛
し
て
い
る
よ
う
だ
。
し
か
し
、
遊
歩
の
際
に

外
国
人
の
多
く
は
銃
を
持
参
し
て
お
り
、
獲
物
を
目
の
当
た
り
に
し
た
と
き
、

全
く
射
撃
し
な
か
つ
た
と
は
言
い
切
れ
な
い
。

④
釣
り

ｏ
水
浴

外
国
人
の
余
暇
の
過
ご
し
方
と
し
て
欠
か
せ
な
い
の
が
、
釣
り
と
水
浴
で
あ

る
。
多
く
の
外
国
人
が
小
旅
行
を
兼
ね
て
、
グ
ル
ー
プ
で
現
在
の
丹
沢
周
辺
の

-6-



各
地
に
滞
在
し
て
い
る
。
宮
ケ
瀬
に
つ
い
て
は
、
Ｆ

・
ベ
ア
ト
が
次
の
よ
う
に

記
し
て
い
る
。
「宮
ケ
瀬
は
、
水
浴
と
鱒
釣
り
が
で
き
る
」
「
ふ
つ
う
数
オ
ン
ス

足
ら
ず
の
小
さ

い
も

の
ば
か
り
で
あ
る
が
、
鮭
の
稚
魚
な
ど
が
数
匹
す
ぐ
に
毛

ば
り
に
食

い
つ
い
て
く
る
」
。
『
万
飛
嘉
恵
』
に
は
、
次
の
通
り
日
本
最
初
で
は

な

い
か
と
思
わ
れ
る

「
フ
ラ
イ

・
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
」

に
関
す
る
記
述
が
あ
る
。

「金
ノ
車
」
と
は
、
リ
ー
ル
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
「異
人
中
と

（津
力
）
川

ヘ
ツ

リ

ニ
行
、
四
人
行
、
皆

ツ
ギ
サ
ヲ
の
ツ
リ
ザ
オ

ニ
持
、
サ
ヲ
の
下

へ
金
ノ
車
仕

掛
有
、
」
「右

ツ
リ
竹

ハ
色

々
の
色
有
、
真
白
も
有
、
ご
ま
色
も
有
、
色

々
也
、

皆
下

へ
車
付
居
也
、
」

⑥
生
糸
商
売

横
浜
貿
易
の
中
で
生
糸
が
占
め
る
割
合
が
高
か

っ
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で

あ
る
。
横
浜
に
居
留
し
た
外
国
人
の
う
ち
、
相
当
数
が
生
糸
商
売
に
関
わ

っ
た

と
思
わ
れ
る
。
従

っ
て
、
遊
歩
区
域
内
に
は
、
町
田

・
八
王
子
な
ど
の
生
糸
集

荷
地
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
何
ら
か
の
生
糸
商
売
が
行
わ
れ
た
可
能

性
が
あ
る
。
し
か
し
今
回
の
調
査
で
は
、
遊
歩
区
域
内
で
実
際
に
外
国
人
が
生

糸
商
売
に
関
わ

っ
た
事
例
は
発
見
で
き
な
か

っ
た
。

⑦
プ
ラ
ン
ト

ハ
ン
タ
ー

開
国
後
の
日
本
に
は
、
世
界
中
か
ら
プ
ラ
ン
ト

ハ
ン
タ
ー
た
ち
が
押
し
寄
せ

て
き
た
。
彼
ら
の
目
的
は
、
未
知
の
植
物
や
新
種

の
植
物
を
発
見
す
る
こ
と
で

あ

っ
た
。
純
粋
に
学
術
的
な
関
心
か
ら
調
査
も
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

一
方

で
、
当
時
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
盛
ん
に
な
り

つ
つ
あ

っ
た
園
芸
植
物
の
商
品
開
発
と

い
う
目
的
も
あ

つ
た
の
で
あ
る
。

Ｊ

・
Ｇ

・
ヴ
ィ
ー
チ
は
、
一
八
六
〇
年
に
来
日
し
た
英
国
人
園
芸
商
で
あ
る
。

彼

の
来
日
目
的
は
、
日
本
産
園
芸
植
物

の
収
集

で
、
英
国
で
特

に
人
気

の
高

か

っ
た
シ
ダ
類
の
収
集
に
熱
心
だ

っ
た
。
ま
た
、
英
国
公
使
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
の

富
士
登
山
に
同
行
し
て
、
詳
細
な
報
告
書
を
作
成
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
「
日

本
の
農
業

・
植
物
に
関
す
る
覚
え
書
き
」
と
題
し
て
、
オ
ー
ル
コ
ッ
ク

『大
君

の
都
～
幕
末
日
本
滞
在
記
～
』
に
巻
末
付
録
と
し
て
添
付
さ
れ
て
い
る
。
富
士

山
以
外
の
主
な
項
目
は
、
「
横
浜

・
神
奈
川
地
区
の
農
業
―
主
要
な
栽
培
物

・

野
菜

・
果
樹

・
花
」
「
江
戸

・
神
奈
川
近
辺
の
主
要
な
樹
木
」
な
ど

で
あ
り
、

や
は
り
外
交
官
で
な

い
た
め
、
そ
の
行
動
範
囲
が
横
浜
周
辺
に
限
ら
れ
て
い
た

こ
と
が
分
か
る
。

Ｒ

・
フ
ォ
ー
チ

ュ
ン
も
、
ヴ
ィ
ー
チ
と
同
年
に
来
日
し
た
著
名
な
英
国
人
園

芸
家
で
あ
る
。
中
国
で
プ
ラ
ン
ト

ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
を
行

っ
た
あ
と
来
日
し
、
長

崎

・
横
浜

。
江
戸
周
辺
で
の
収
集
活
動
を
行

っ
て
い
る
。
彼

の
報
告
書
に
は
、

「
豊
顕
寺

の
コ
ウ
ヤ

マ
キ
」
や

「
東
林
寺

の
ア
ス
ナ
ロ
」
な
ど
と

い
つ
た
、
横

浜
近
郊
に
あ
る
寺
院

の
植
物
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
ヴ
ィ
ー
チ

と
同
じ
よ
う
に
彼
の
行
動
範
囲
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

五
、
外
国
人
遊
歩
に
対
す
る
幕
府
の
対
応

幕
府
は

一
八
五
九

（安
政
六
）
年
、
神
奈
川
奉
行
所
を
設
置
し
た
。
神
奈
川

奉
行
は
、
神
奈
川
町
、
保
土
ヶ
谷
町
な
ど
二
七
ヶ
町
村
を
預
か
り
所
と
し
、
区

域
内
や
外
国
人
遊
歩
区
域
の
風
俗
取
締
り
、
検
察
裁
判
、
外
国
艦
船
の
入
出
国

の
手
続
き
等
を
担
当
し
た
。

奉
行
所
は
、
設
立
早
々

「外
国
人
遊
歩
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
触
書
を
出

し
て
い
る
。
（但
し
、
外
国
人
遊
歩
に
関
わ
る
部
分
だ
け
を
抜
き
書
き
し
た
。
）

「安
政
六
年
六
月
　
神
奈
川
開
港
場
十
里
内
の
村
方
、
外
国
人
遊
歩
の
心
得
に

つ
き
神
奈
川
奉
行
触
書
」
【県
史
４１６
】

一
、
外
国
人
に
対
す
る

「休
泊
所
」
は
、
宿
村
ご
と
に

「両
三
軒
」
を
き
め

て
、
そ
こ
へ
村
役
人
が
案
内
す
る
。
た
だ
し
、
旅
籠
代
は

「相
対
」
で
請
求
で
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き

る

ｃ
二
、
外
国
人
が

「
要
用
」
の
た
め
に
、
「土
地
之
も
の
」
を
雇
い
た
い
と
き
、

奉
行
所
に
申
請
す
れ
ば
で
き
る
。
た
だ
し

「出
先
」
な
ど
で
、
急
に
雇

っ
た
ば

あ
い
は
、
あ
と
で
報
告
す
る
こ
と
。

三
、
外
国
人
が
み
だ
り
に

「
門
構
等
の
あ
る
人
家
」

へ
立
ち
入
る
こ
と
が
あ

れ
ば
、
制
止
さ
せ
る
。
不
法
な
態
度
に
で
た
ら
、
奉
行
所
に
訴
え
出
る
こ
と
。

四
、
外
国
人
が

「品
物
買
求
」
め
る
た
め
に
来
店
し
た
ら
、
座
敷
で
は
な
く

店
先
で
応
対
す
る
。
な
お

「酒
飯
等
」
に
つ
い
て
は
所
定
以
外
の
と
こ
ろ
で
提

供
し
な
い
こ
と
。

五
、
キ
リ
ス
ト
教
は
、
い
ま
も
禁
止
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
み
だ
り
に
外

国
人
に

「近
付
」
か
な
い
こ
と
。

そ
れ
か
ら
横
浜
に
前
述
の
通
り
遊
歩
新
道
を
建
設
し
、
同
時
に
遊
歩
区
域
内

の
要
所
に
見
張
番
所
を
設
け
て
い
る
。
六
郷
川
な
ど
の
渡
船
場
の
ほ
か
、
外
国

人
が
多
く
訪
れ
た
、
「
武
州
金
沢

（久
良
岐
郡
）
・
相
州
鎌
倉

（鎌
倉
郡
）
」
な

ど
合
計
三
四
ケ
所
に
及
ん
で
い
る
。
【県
史

４２‐

・
５ｏ２

・
５４３
】
ま
た
、
外
国
人
が

横
浜

。
金
沢

。
鎌
倉
以
外
の
遠
隔
地
に
ま
で
足
を
伸
ば
す
場
合
は
、
奉
行
所
へ

の
事
前
申
請
を
義
務
づ
け
、
奉
行
所
は
村
々
へ
の
事
前
通
告
を
行

っ
て
い
る
。

奉
行
所
役
人
の
外
国
人
付
き
添
い
に
つ
い
て
は
、
「跡
先
へ
日
本
横
浜
役
人
袴

陣
笠
二
て
付
来
ル
、
異
人
ヘ
ハ
別
当
壱
人
宛
付
来
ル
也
、
日
本
役
人
ハ
異
人
の

跡
先
へ
付
来
り
、」
（『
万
飛
嘉
恵
』
）
と
あ
る
。

六
、
遊
歩
区
域
に
お
け
る
、
外
国
人
と
日
本
人
と
の
交
流

①
畏
れ

・
敵
意

●
投
石

・
悪
口
雑
言

こ
の
よ
う
な
状
況
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
史
料
が
あ
る
。
「外
国
人
乗
馬

二
而
通
行
こ
之
節
、
礫
ヲ
以
又
ハ
竹
竿
ヲ
以
囃
子
立
候
儀
」
【県
史

３７３
】
「外
国

人
途
中
通
行
之
節
悪
口
い
た
し
又
者
瓦
礫
等
打
候
も
の
有
之
哉

二
候
処
御
国
辱

二
も
相
成
候
」
【県
史

５２８
】
ま
た
、
大
山
の

『手
中
明
王
太
郎
日
記
』
に
は
、

「
チ
ク
シ
ョ
ウ
共
」
と
い
う
記
述
も
あ
る
。

●
攘
夷
事
件

一
人
六
二
年
九
月
の
生
麦
事
件
で
、
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン

一
行
の
行
動
は
、
明

ら
か
に
遊
歩
そ
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
目
的
地
は
川
崎
大
師
で
あ

つ
た
。
『ジ
ャ

パ
ン

・
ヘ
ラ
ル
ド
』
の
記
事
に
、
「九
月

一
五
日
横
浜
発
―
昨
日
午
後
二
時
頃
、

一
団
の
人
々
が
遠
乗
り
の
た
め
、
横
浜
を
出
発
し
、
舟
で
神
奈
川
へ
行
き
、
そ

こ
か
ら
馬
で
、
川
崎
に
進
も
う
と
し
た
。
川
崎
に
は
美
し
い
寺
が
あ
る
。
」
と

あ
る
。

一
八
六
四
年

一
一
月
の
鎌
倉
事
件
は
、
Ｊ

。
Ｒ

・
ブ
ラ
ッ
ク
の

『
ヤ
ン
グ

・

ジ
ャ
パ
ン
２
』
に
、
「
一
一
月
二

一
日
、
英
国
第
二
〇
連
隊
の
ボ
ー
ル
ド
ウ
イ

ン
少
佐
と
バ
ー
ド
中
尉
と
い
う
二
人
の
英
国
士
官
が
、
江
ノ
島
と
大
仏
を
訪
れ

て
、
交
叉
路
か
ら
海
岸

へ
通
じ
る
道

へ
さ
し
か
か

つ
た
ｏ
す
る
と
、
そ
こ
に
入

る
か
入
ら
な
い
う
ち
に
、
二
人
の
男
に
襲
わ
れ
た
。
」
と
あ
り
、
英
国
士
官
が

他
の
多
く
の
外
国
人
と
同
様
に
江
ノ
島

・
鎌
倉
を
訪
ね
、
偶
然
こ
の
災
厄
に
遭

遇
し
た
事
が
分
か
る
。

②
外
国
人
相
手
の
商
売

商
魂
退
し
い
日
本
商
人
た
ち
は
、
外
国
人
に
対
す
る
最
初
の
畏
れ
や
驚
き
か

ら
醒
め
る
と
、
す
ぐ
に
相
手
を
商
売
の
上
得
意
と
考
え
る
よ
う
に
な

つ
た
。
外

国
人
が
多
く
出
歩
い
た
地
域
に
は
、
そ
れ
ほ
ど
の
日
が
経
た
な
い
う
ち
に
、
外

国
人
相
手
の
茶
屋
が
営
業
を
開
始
し
て
い
る
。
Ｆ

・
ベ
ア
ト
は
、
「
原
町
田
に

は
、
と
く
に
清
潔
で
居
心
地
の
よ
い
外
国
人
向
け
の
茶
屋
が
あ
り
、
住
民
は
い

つ
も
非
常
に
礼
儀
正
し
く
親
切
で
あ
る
。
」
と
か
、
「
（金
沢
に
は
）
外
国
人
観
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光
客
が
し
ば
し
ば
訪
れ
る
こ
と
か
ら
開
業
し
た
、
居
心
地
の
よ
い
茶
屋
が
あ
る
。

水
辺
に
あ
る
の
で
平
潟
湾
の
美
し
い
干
潟
が
よ
く
見
え
る
」
と
書
い
て
い
る
。

ま
た
外
国
人
遊
歩
が
始
ま
る
と
、
外
国
人
の
宿
泊
場
所
や
休
憩
場
所
が
必
要

と
な
る
。
こ
れ
を
当
時
、
「異
人
屋
敷
」
と
か

「異
人
館
」
な
ど
と
呼
ん
だ
。

神
奈
川
奉
行
所
は
、
前
掲
史
料

【県
史

４１６
】
の
通
り
、
村
々
に

「休
泊
所
」
の

準
備
を
命
ず
る
が
、
現
実
に
は

一
般
の
民
家
で
は
な
く
、
寺
院
や
旅
籠
な
ど
を

そ
れ
に
あ
て
た
ら
し
い
。
し
か
し
、
恒
常
的
な
施
設
で
は
な
い
の
で
、
外
国
人

た
ち
は
自
前
の
施
設
を
建
築
し
よ
う
と
す
る
が
、
日
本
人
側
は
そ
れ
を
嫌
い
、

受
け
入
れ
を
拒
否
し
て
い
る

（『
万
飛
嘉
恵
』
）
。
そ
れ
で
も
、
時
間
が
た
つ
に

つ
れ
て
、
各
地
で

「異
人
館

・
異
人
屋
敷
」
の
建
築
が
行
わ
れ
て
い
っ
た
と
思

わ
れ
る
が
、
少
な
く
と
も
明
治
以
前
は
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
か
っ
た
と
思
わ

れ
る
。

七
、
富
士
登
山
と
熱
海
温
泉
の
湯
治
に
つ
い
て

富
士
山
は
、
遠
く
江
戸
か
ら
も
そ
の
美
し
い
姿
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
、
外

国
人
の
間
で
、
登
山
を
熱
望
す
る
も
の
が
多
か

っ
た
。
当
時
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
、

ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
登
山
が
始
ま

っ
た
時
期
で
も
あ

つ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か

し
、
富
士
山
は
遊
歩
区
域
外
に
あ
り
、
富
士
登
山
を
試
み
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
は
、
外
交
官
の
み
で
あ

っ
た
。
最
初
に
そ
れ
を
実
行
し
た
の
が
、
英
国
公
使

オ
ー
ル
コ
ッ
ク
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
単
純
な
物
見
遊
山
的
な
登
山
で
は
憚
り

が
あ

っ
た
の
か
、
学
術
調
査
を
名
目
と
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
前
述
の
英
国
人

園
芸
商
ヴ
ィ
ー
チ
も
同
行
さ
せ
て
い
る
。

外
国
人
の
富
士
登
山
に
つ
い
て
は
、
『手
中
明
王
太
郎
日
記
』
に
、
「
ア
メ
リ

カ
人
御
富
士
山
参
詣
万
延
元
年
七
月

一
九
日
、
横
浜
出
立
、
藤
沢
宿
御
泊
り
、

是
よ
り
小
田
原
泊
り
、
右
ノ
チ
ク
シ
ョ
ウ
共
馬
上
に
て
九
人

「か
ご
」
に
て
二

人
、
但
仕
立
通
向
致
シ
荷
物

一
八
駄
之
持
参
外

二
日
本
人
役
人
見
送
り
被
致
候
、

但
大
宮
口
登
山
」
と
あ
る
。

熱
海
温
泉
の
湯
治
に
つ
い
て
は
、
病
気
療
養
名
目
で
許
可
さ
れ
た
。
そ
の
願

書
は
公
使
館
が
幕
府
に
取
り
次
い
で
い
る
。
し
か
し
、
自
由
に
熱
海
温
泉

へ
行

き
た
い
外
国
人
は
、
こ
の
手
続
き
を
煩
わ
し
く
感
じ
て
お
り
、
遊
歩
規
程
そ
の

も
の
へ
の
不
満
も
高
ま

っ
て
い
た
が
、
少
な
く
と
も
明
治
維
新
以
前
は
、
そ
の

不
満
が
表
面
化
す
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。

八
、
ま
と
め

今
回
の
発
表
の
成
果
と
し
て
、
様
々
な
史
料
を
基
に
外
国
人
と
日
本
人
と
の

交
流
の
状
況
を
、
横
浜
居
留
地
だ
け
で
な
く
、
横
浜
か
ら
半
径
約
四
十
キ
ロ
の
扇

形
地
域
全
体
で
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
外
国
人
た
ち
が
何
を

し
て
い
た
か
を
あ
る
程
度
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。
ま
た
、
神

奈
川
奉
行
所
の
管
轄
区
域
が
外
国
人
遊
歩
区
域
と
同

一
で
あ
り
、
明
治
維
新
後

の
神
奈
川
県
の
領
域
設
定
の
根
拠
が
そ
こ
に
あ
る
こ
と
を
知

っ
た
こ
と
は
大
き

な
収
穫
で
あ

っ
た
。

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
ま
ず
明
治
期
に
お
け
る
外
国
人
遊
歩
の
状
況
を
明

ら
か
に
し
た
い
。
こ
れ
は
す
な
わ
ち
、
明
治
政
府
に
よ
る
外
国
人
政
策
を
知
る

こ
と
で
あ
り
，
今
回
の
発
表
の
発
端
と
な

っ
た

「外
国
人
遊
歩
規
程
標
石
」
と

も
密
接
に
絡
む
問
題
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
県
内
各
地
に
あ

っ
た
異
人
館

・
異
人

屋
敷
や
見
張
番
所
、
外
国
人
向
け
茶
屋
な
ど
の
具
体
的
な
状
況
に
つ
い
て
、
各

地
域
ご
と
に
残
る
史
料
や
伝
承
な
ど
を
収
集
し
て
、
地
域
と
外
国
人
と
の
関
わ

り
を
、
よ
り
深
く
学
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え

て
、
次
は
授
業
実
践

へ
の
取
り
組
み
で
あ
り
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
今
後
機

会
を
捉
え
て
報
告
し
た
い
と
思
う
。
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